Quantum Jump
原子（atom）の外からやってきた、宇宙で行う戦略と憤慨のダイスゲーム。
ルール
駒：プレイ人数によって異なる。

２人・・・８つづつ

３人・・・６つづつ

４人・・・４つづつ
各プレイヤーは同じ色の駒を取る。
駒はボードの中央に置かれる。紙とエンピツを用意した方が良いでしょう。
始めに各プレイヤーはダイスを２個とも振る。６の目が出た分、追加でダイスを振る事ができる。
もし、両方とも６が出たら両方とも追加で振る事ができ、これは６が出なくなるまで続く。

６が出る度に駒を３のマスに置いてゲームに参加させても良い。しかし、同じマスに複数の駒が入る事はできない（参照：）。
ダイス目は合計しても良いし、個々に使用しても良い。プレイヤーの任意で駒をゲームに登場させるなり、移動させるなり自由にできる。
もし６をゲームの登場に使った場合、その目は移動には使用できない。
６が出た時、駒をゲームへ登場させる事は、プレイ中の駒が無い場合を除き、強制ではない。
移動する時、数字があろうとなかろうと、全てのマスをカウントする。
移動
３のマスから駒は反時計回りに再びこの３のマスに直接止まるまで進む。止まったら次の軌道の１１にジャンプし、以後同様に進んでいく。
つまり、３と１１と１９と３７のマスはジャンプマスと呼ぶ。ジャンプマス経由の移動は、同一ターンで追加のダイスが振れる。これは、そのプレイヤーの駒がジャンプし続ける限り続きます。（参照：）
追加移動ができるのは、６を振った時かジャンプマスを利用した時のいずれかです。
ブラッティング（他の駒のいるマスに入る）
ブラッティングが発生した場合、既にいた駒は、１レベル下がり、やってきた駒は１レベル上がる。
（参照：）
複数の駒が同じマスに入った時、一番最後の駒が移動駒となり、その前の駒をブラットする。
ジャンプマスでのブラッティング
通常マスでのブラッティングと同様ですが、上昇時、追加ダイスが獲得できるのが異なります。
ザッピング（他の駒を追い越す）
追い越された駒は１ランク下落（参照：）する。但し、追い越した駒が上下する事は無い。
複数の駒が追い越された時は、通過した順番に下落していく。
駒の上昇
上昇した駒は、もといた場所の赤字に対応するマスに移動。
駒の下落
下落した駒は、もといた場所の青字に対応するマスかスタートに戻る。
ブラッティングやザッピングは他人の駒同様、自分の駒にも適用される。自分の駒をブラッティングやザッピングした時は、必ず適用しなければならない。
外側の軌道
一番外側の軌道でブラットした時、下落はありますが、それ以上の上昇は無く、そこでとどまる。
外側の軌道から下落する別の方法は、DECAYと書かれたマスに止まる事です。
勝利条件
Quantum Jumpを行ったら勝ち。
これを行うためには、駒が黄色い閃光のマスに止まり、全プレイヤーの駒の丁度半分が中央のふりだしにいる状態で、のこり半分（閃光マス含む）がプレイ中の時、行える。
駒を閃光マスに居続け、勝利条件を満たすよう機会を待ちます。
ダイス目は必ず全て使用しなければならない。

連鎖
図は２人用ゲームで各自８個持ちです（合計で16個）。
黒にとっては良いゲーム展開ですが、残念ながら白の手番です。白は６と４を出した。
移動する前に白は、６の目が出たので、追加ダイスを振ります。
その結果、２が出た。よって白の数字は６－４－２です。

白は２を６マス動かし、１５に移動、３と４をザッピングする。
白の３が先に追い越されたので４に下落。続いて黒の４が４に下落し、ブラットする。
白の３は、振り出しに戻り、４は１２に上昇する。
ここでは、まだ６の目しか使用しておらず、２と４が残っている。
白の２は１５の位置から２マス移動し、１７のマスで黒の５をブラットする。黒の５は９のマスに落ちる。白の２は３５のマスに上昇。黒の６をブラットして１７のマスに落とす。白の２は、再浮上して５３に上がり、黒の７をブラットして３５に落とす。白の２は８５に上昇して白の９をブラットし、５３のマスに落とす。白は４の目が残っているので、白の９を４マス移動して、Quantum Jump完成、白の勝利です。白の３を振り出しに戻す事で、勝利条件をクリアしました。
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